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長
鉄
局
に
要
望

逆
、
り
お
の
」
の
実
現
な

“

と

飯
山
線
駿
促
進
期
成
同
盟
会

　
飯
山
線
の
輸
送
改
善
を
促
進
す
る

た
め
沿
線
市
町
村
が
結
成
し
て
い
る

飯
山
線
輸
送
増
強
促
進
期
成
同
盟
会

（
会
長
十
日
町
市
、
長
）
は
去
る
八
月

三
十
、
三
十
一
の
両
日
松
之
山
町
で

総
会
を
開
き
ま
し
た
．
本
会
は
本
年

か
ら
長
野
県
の
木
島
本
村
と
長
野
市

が
加
入
し
、
新
潟
、
長
野
両
県
あ
わ

せ
て
十
七
市
町
村
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

協
議
し
た
後
長
野
鉄
道
管
理
局
か
ら

出
席
し
た
荒
井
運
転
部
長
、
大
沢
飯

山
線
管
理
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
に

地
元
を
代
表
し
会
長
か
ら
改
善
事
項

を
要
望
し
ま
し
た
．

　
そ
の
主
な
も
の
は
①
飯
山
保
線
区

の
存
置
②
冬
期
豪
雪
時
の
列
車
運
行

完
全
確
保
③
急
行
列
車
の
増
発
④
飯

山
線
の
長
岡
駅
乗
り
入
れ
⑤
ス
キ
ー

列
車
の
飯
山
線
乗
り
入
れ
⑥
本
線
と

の
接
続
是
正
⑦
飯
山
線
の
電
化
促
進

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
す
る
国
鉄
側
の
回
答
は

次
の
と
お
り
。

①
飯
山
保
線
区
の
存
置
に
つ
い
て
は

　
現
在
白
紙
で
あ
り
、
廃
止
す
る
か

　
ど
う
か
決
ま
っ
て
な
い
。

②
冬
期
間
の
完
全
運
行
に
つ
い
て
は

　
強
力
除
雪
車
バ
ソ
モ
を
昨
年
飯
山

　
駅
に
配
置
し
、
本
年
は
さ
ら
に
上

　
越
線
小
出
駅
に
配
置
す
る
の
で
、

　
新
潟
支
社
と
の
応
援
協
力
の
体
制

　
を
確
立
し
、
列
車
が
ス
ト
ッ
プ
す

　
る
こ
と
の
な
い
よ
う
最
善
の
努
力

　
を
し
た
い
。

　
　
な
お
パ
ン
モ
を
十
日
町
駅
に
配

　
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在

　
国
鉄
で
試
験
的
な
段
階
の
た
め
全

　
国
に
数
台
し
か
な
く
飯
山
線
に
二

　
台
配
置
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で

　
は
む
づ
か
し
い
。

③
急
行
列
車
の
増
発
に
つ
い
て
は
、

　
朝
新
潟
発
、
夕
方
十
日
町
発
の
い

　
わ
ゆ
る
「
逆
う
お
の
」
を
長
野
局

　
新
潟
支
社
と
も
前
向
き
の
検
討
を

　
進
め
、
す
で
に
国
鉄
本
社
に
計
画

　
書
を
提
出
済
で
あ
る
の
で
近
い
将

　
来
実
現
さ
せ
た
い
。

④
飯
山
線
の
長
岡
駅
乗
り
入
れ
に
つ

　
い
て
は
人
的
な
問
題
、
給
油
施
設

　
の
問
題
な
ど
が
あ
り
現
段
階
で
は

　
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
ス
キ
ー
列
車
の
乗
り
入
れ
に
つ
い

　
て
は
中
央
線
か
ら
戸
狩
、
桑
名
川
、

　
外
丸
ま
で
急
行
列
車
を
乗
り
入
れ

　
た
い
．
な
お
本
年
七
月
飯
山
線
沿

　
線
観
光
連
盟
の
設
立
を
機
会
に
沿

　
線
の
観
光
開
発
と
観
光
客
の
輸
送

　
改
善
に
は
特
に
努
力
し
た
い
。

⑥
ダ
イ
ヤ
改
正
の
間
題
に
つ
い
て
は

　
支
線
の
場
合
、
今
回
も
全
般
的
に

　
大
巾
の
改
正
は
な
い
が
、
飯
山
線

　
の
場
合
、
川
口
駅
の
接
続
は
是
正

　
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
車
両
二
台
を

　
増
配
置
し
、
下
り
五
本
、
上
り
六

　
本
に
そ
れ
ぞ
れ
増
結
す
る
．
十
月

　
改
正
で
長
野
管
理
局
管
内
の
列
車

　
十
三
本
が
間
引
き
さ
れ
た
が
飯
山

　
線
で
は
減
っ
て
い
な
い
．
今
後
も

　
逐
次
改
善
し
た
い
。

⑦
電
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
第

　
三
次
計
画
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

10月1日

　
本
線
区
で
も
非
常
に
む
づ
か
し
い

　
従
っ
て
支
線
区
に
つ
い
て
は
は
っ

　
き
り
し
た
見
と
お
し
を
述
べ
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
．

　
以
上
が
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
国

鉄
側
で
は
、
飯
山
線
の
改
善
に
つ
い

て
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
を
し
て

い
る
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
旅

行
の
際
の
切
符
は
是
非
地
元
駅
で
、

し
か
も
往
復
を
と
協
力
を
望
ん
で
い

ま
す
．

住
宅
統
計
調
査
に

　
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
住
宅
統

計
調
査
が
十
月
一
日
現
在
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
現
在
の
住
宅

や
居
住
世
帯
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態

を
把
握
し
住
宅
関
係
諸
施
策
立
案
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、
特
に
昭

和
三
＋
年
代
か
ら
の
急
激
な
経
済
成

長
に
よ
る
人
口
の
都
市
集
中
化
や
世

帯
数
の
急
増
に
よ
り
、
住
宅
の
需
要

事
業
完
了
で
解
散

　
　
　
　
　
　
　
山
本
土
地
区
画
整
理
組
合

　
山
本
土
地
区
画
整
理
組
合
（
野
村

貫
一
郎
理
事
長
組
合
員
百
三
十
名
）

は
こ
の
ほ
ど
同
会
の
目
的
事
業
を
完

了
し
た
の
で
、
組
合
を
解
散
し
ま
し

た
。

　
同
区
画
整
理
組
合
は
、
十
日
町
市

都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
去
る
昭
和

三
十
九
年
二
十
人
の
発
起
人
に
よ
り

十
月
県
の
認
可
を
得
て
設
立
し
た
も

の
で
、
以
来
市
を
は
じ
め
関
係
団
体

の
援
助
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の

ノ
，
づ
づ
ノ
づ
づ
づ
（
憂
ヨ
2
ノ
ノ
多
ノ
’
〆
づ
5
ノ
ノ
’
浸
多
z
ノ
づ
髭
〆
づ
5
5
’
髪
’

　
昭
和
四
十
三
年
度
十
日

町
市
議
会
第
三
回
定
例
会

は
、
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
開
会
、
四
十
三
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

つ
ぎ
の
＋
六
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
す
．

1
、
十
日
町
市
清
掃
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

　
つ
い
て

2
、
十
日
町
市
火
葬
場
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

3
、
十
日
町
市
消
防
団
員
の
定
員
、

　
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

　
定
に
つ
い
て

4
、
市
道
の
廃
止
に
つ
い
て

5
、
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

6
、
町
及
び
字
の
区
域
並
び
に
名
称

　
の
変
更
に
つ
い
て

7
、
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

8
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
い
て

9
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
い
て

m
、
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
一

　
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
第

　
五
号
）

胴
、
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療

　
施
設
勘
定
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
に
つ
い
て

ロ
、
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
新

　
水
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

B
、
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
簡

　
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
一
号
）
に
つ
い
て

回
、
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
水

　
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

　
号
）
に
つ
い
て

応
、
昭
和
四
十
二
年
度
十
日
町
市
水

　
道
事
業
決
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

　
計
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

掲
、
工
事
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て

事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
内
に
は
市
役
所
、
電
報
電

話
局
、
警
察
署
な
ど
主
要
官
公
庁
が

誘
致
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
住
宅
の
団

地
と
し
て
も
都
市
計
画
事
業
に
こ
れ

か
ら
も
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を

は
益
々
増
大
し
、
住
宅
問
題
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
調
査
事
項
も
従
釆
の
調
査

に
比
べ
、
土
地
問
題
、
増
築
関
係
．

通
勤
時
間
、
住
宅
移
動
の
問
題
等
新

し
く
追
加
さ
れ
各
種
施
策
の
基
礎
資

料
と
さ
れ
る
も
の
で
、
全
国
で
七
万

調
査
区
、
当
市
で
は
次
の
調
査
区
が

調
査
対
象
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
（
担
当
調
査
区
、
調
査
員
の
順
）

▽
山
根
“
村
山
貞
夫
▽
ニ
タ
子
”
山

田
賢
▽
新
水
”
久
保
田
俊
作
▽
高
場

美
女
木
“
村
山
音
蔵
▽
中
条
島
“
橋

本
五
作
▽
四
日
町
第
二
H
山
田
賢
一

▽
四
日
町
第
四
u
小
杉
秀
夫
▽
高
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
㎜

　
　
い
た
ず
ら
は
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

　
　
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

　
市
で
は
市
民
の
い
こ
い
の
場
、
愛
－

宕
山
公
園
に
さ
き
ほ
ど
三
十
万
円
で

モ
ダ
ン
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

の
共
同
便
所
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

完
成
後
ま
も
な
く
入
口
の
と
び
ら
の

錠
が
こ
わ
さ
れ
、
一
部
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
く
補
修
す
る
牒

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
い
た
ず
ら
㎜

に
こ
わ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
協
力
㎜

願
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

◎
事
業
面
積
　
三
十
一
万
平
方
耕

◎
事
業
費
　
　
　
一
億
二
千
万
円

◎
換
地
面
積
　
十
九
万
四
百
五
十
七

　
　
　
　
　
　
平
方
嫡

◎
公
園
　
九
千
四
百
五
平
方
材

◎
保
留
地
　
　
三
万
六
千
三
百
平
方

　
　
　
　
　
　
材

◎
道
路
面
積
　
七
万
平
方
耕

◎
用
水
路
延
長
　
一
千
四
百
九
十
五

　
　
　
　
　
　
　
材

◎
用
水
路
面
積
　
三
千
八
百
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
平
方
材

午前10時～午後3時まで

市役所日本間

灘
灘
灘
堀
離
麟
號

　
　
家
庭
教
育
学
級

　
と
き
九
月
十
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分

”
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
舘

　
　
　
　
　
幼
児
、
小
、
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
小
、
中
学
生
の
部
の
講
師

と

き手

　　．呂　謎
鴫；器鱒器器騨雛3冨3躍龍引

と
こ
ろ

　
料

と
　
　
き

、
と
こ
ろ

毎月第2金曜日

交通相談日

町
五
丁
目
腸
池
田
定
次
▽
高
山
第
六

”
関
口
秀
夫
▽
吉
田
山
谷
“
高
橋
平

作
▽
北
鐙
坂
“
斉
木
寿
雄
▽
城
之
古
…

第
二
“
小
林
重
一
▽
谷
内
丑
“
西
野
織

繁
▽
本
町
六
丁
目
五
“
根
津
ミ
ネ
▽
牒

稲
荷
町
一
丁
目
”
田
村
政
之
助
▽
稲

荷
町
二
“
関
口
幸
一
▽
田
中
町
本
通

り
“
中
林
勇
雄
▽
旭
町
”
村
山
吾
朗

▽
関
口
樋
口
町
n
庭
野
友
一
▽
栄
町

n
小
島
貞
治
▽
昭
和
町
一
丁
目
u
服

部
泰
▽
長
里
控
木
髄
風
間
剛
一
▽
中

在
家
市
之
沢
H
飯
塚
利
平
▽
新
宮
第

一
”
村
山
徳
正
▽
水
沢
第
一
u
金
井

啓
三
郎
。

関
越
自
動
車
道
誘
致
対

策
特
別
委
員
の
動
き

八
月
二
十
三
日
（
金
）

　
柏
崎
・
小
千
谷
両
市
特
別
委
員
会

　
と
打
合
わ
せ

九
月
九
日
（
月
）

　
柏
崎
・
小
千
谷
両
市
特
別
委
員
会

　
合
同
で
県
知
事
に
陳
情

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を
〃

　
市
報
八
月
号
に
く
わ
し
く
掲
載
い

た
し
ま
し
た
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

組
合
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の

後
地
区
別
に
嘱
託
員
会
議
を
開
き
、

内
容
の
説
明
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
が
、
当
市
の
加
入
率
は

九
月
八
日
現
在
で
全
市
民
の
十
三
％

と
他
市
町
村
に
比
ぺ
て
、
き
わ
め
て

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
は
万
一
の
交
通
事
故

に
備
え
て
、
一
日
も
早
く
加
入
さ
れ

は
新
大
長
岡
分
校
押
見
虎

三
二
先
生

芸
　
教
　
室

九
月
十
八
日
（
水
）

午
後
七
時
か
ら

「
秋
も
の
も
カ
ー
デ
ン
ガ

ガ
ン
の
カ
ギ
編
み
」

中
央
公
民
舘

理
　
教
　
室

九
月
二
十
『
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら

「
幕
の
内
弁
当
の
作
り

方
」

中
央
公
民
舘

　
　
膏
少
年
ホ
ー
ム
だ
よ
り

　
　
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
午
後
七
時
三
十
分

　
　
「
手
紙
の
書
き
方
」

　
0
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
九
月
二
十
三
日
（
月
）

　
　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
予
定

に

蹴
O
教
養
講
座

器
巴
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
．
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

　
な
お
加
入
甲
込
み
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
の
ほ
か
、
つ
ぎ
の
金
融
機
関
…
㎜

で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

第
四
銀
行
十
日
町
支
店
、
北
越
銀
行

十
日
町
支
店
、
新
潟
県
信
用
組
合
十
温

日
町
支
店
、
新
潟
相
互
銀
行
十
日
町

支
店
、
大
光
相
互
銀
行
十
日
町
支
店

十
日
町
市
農
業
共
同
組
合
．
各
支
所
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
働

各
出
張
所
を
含
む
．
　
　
　
　
　
　
淵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘

設備改善資金をご利用下さい

・一企業者75万円まで

・利率日歩2銭2厘で2力年間貸付
・毎月15日申込み〆切

くわしいことは市商工課、商工会議所へ
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適
期
刈
取
り
と
適
正
乾
燥

　
県
農
林
部
で
は
、
こ
と
し
の
順
調

な
稲
作
か
ら
成
熟
期
が
い
く
ぶ
ん
早

ま
る
も
の
と
予
想
し
、
特
に
極
早
生

品
種
の
作
付
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
早
生
品
種
の
刈

り
お
く
れ
を
防
ぎ
、
ま
た
乾
燥
の
適

正
化
を
は
か
る
よ
う
、
つ
ぎ
の
資
料

を
参
考
に
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◎
刈
取
り
の
適
期

　
刈
取
り
の
適
期
は
大
部
分
の
穂
の

八
十
％
程
度
の
籾
が
黄
変
し
た
時
で

一
般
に
出
穂
後
成
熟
に
達
す
る
日
数

は
、
お
お
よ
そ
極
早
生
三
十
五
日
、

早
生
四
十
日
未
満
、
中
生
四
十
日
未

満
、
晩
生
四
十
五
日
程
度
で
あ
る
。

作
付
全
筆
を
適
期
に
刈
り
取
れ
る
よ

う
に
刈
り
は
じ
め
の
時
期
に
注
意

し
．
事
前
の
計
画
を
周
到
に
し
て
お

く
o　

特
に
、
最
近
東
北
系
品
種
の
作
付

け
、
実
肥
の
施
用
な
ど
の
た
め
極
早

生
品
種
が
刈
り
お
く
れ
て
収
量
の
低

下
や
米
質
を
悪
く
し
て
い
る
の
で
極

早
生
品
種
は
早
目
に
刈
り
は
じ
め
る

こ
と
0

0
早
刈
り
．
運
刈
り
の
へ
い
害

　
刈
取
り
が
早
す
ぎ
る
と
、
青
米
，

作
業
計
画
も
事
前

未
熟
粒
が
多
く
な
り
、
千
粒
重
が
低

下
し
て
収
量
が
減
ず
る
。

　
刈
り
お
く
れ
る
と
、
倒
伏
し
や
す

く
な
り
、
過
熟
に
よ
っ
て
穂
折
れ
や

脱
粒
を
生
じ
て
減
収
す
る
。
ま
た
穂

発
芽
や
胴
割
米
、
茶
米
が
増
加
し
て

米
粒
の
光
沢
が
な
く
な
り
米
質
が
低

下
す
る
。

O
刈
り
取
り
作
業
能
率
の
向
上

　
排
水
不
良
田
で
は
、
中
干
し
の
際

に
排
水
溝
を
ほ
り
、
あ
る
い
は
落
水

期
に
小
溝
を
掘
っ
て
積
極
的
に
排
水

を
計
る
。

こ‘

　
刈
り
取
り
ま
で
に
は
農
道
を
整
備

し
、
稲
架
、
脱
穀
、
乾
燥
施
設
の
整

備
を
行
な
う
。

　
刈
り
取
り
、
収
穫
の
計
画
は
弾
力

性
を
も
っ
て
作
っ
て
お
き
．
降
雨
の

日
の
稲
刈
り
は
中
止
す
る
。
降
雨
の

日
に
刈
り
取
る
と
作
業
能
率
が
低
下

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
乾
燥
も
不
充

分
に
な
る
。

　
生
脱
穀
を
行
な
～
場
合
、
夜
を
越

し
て
地
干
し
す
る
と
胴
割
れ
が
多
く

な
る
の
で
、
刈
り
取
り
当
日
処
理
す

る
よ
う
注
意
す
る
。

◎
生
籾
乾
燥

電
話
が
五
分
間
ス
ッ
ト
プ

ケ

　
十
日
町
電
報
電
話
局
山
本
局
新
設

に
よ
る
、
市
内
ケ
ー
ブ
ル
工
事
は
、

こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
い
よ
い
よ
ヶ
ー

ブ
ル
切
替
工
事
実
施
段
階
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
ケ
ー
ブ
ル
工
事
に
よ

り
交
通
等
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
新
設
ケ
ー
ブ
ル
切
替
作
業
に

伴
い
、
一
時
的
（
約
五
分
間
）
に
電

北
陸
地
方
三
ヵ
月
予
報
（
九
胡
月
）

ー
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
i

◎
全
般

　
九
月
は
じ
め
は
暑
い
日
も
あ
る
が

そ
の
後
気
温
が
下
り
、
く
も
り
の
日

が
多
い
見
込
み
。
秋
晴
れ
は
十
月
中

旬
に
多
く
な
る
見
込
み
。
十
月
下
旬

は
く
も
り
の
日
が
多
く
．
ま
た
十
一

月
は
前
半
は
と
き
ど
き
晴
れ
る
日
も

あ
る
が
、
後
半
は
例
年
の
よ
う
に
、

冬
型
の
天
気
が
現
わ
れ
る
見
込
み
。

◎
九
月

　
初
め
は
暑
い
日
も
あ
る
が
，
中
旬

頃
か
ら
北
偏
し
た
移
動
性
高
気
圧
の

影
響
で
気
温
は
低
め
に
な
り
、
台
風

は
一
之
二
個
間
接
的
に
当
地
方
に
影

響
す
る
も
の
が
あ
る
。
月
の
平
均
気

温
は
低
め
、
降
水
量
は
平
年
並
か
多

め
ま
た
日
照
は
多
少
．
少
な
め
の
見

込
み
。

◎
†
月

　
九
月
に
引
き
つ
づ
き
、
く
も
り
の

日
が
多
い
見
込
み
、
中
旬
頃
か
ら
は

移
動
性
高
気
圧
が
通
り
秋
晴
れ
の
日

が
比
較
的
多
く
な
る
。
下
旬
は
く
も

り
の
日
が
多
く
な
り
そ
う
。
平
均
気

温
は
平
年
並
、
降
水
量
は
多
め
ま
た

日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
。

◎
十
一
月

　
前
半
は
移
動
性
高
気
圧
が
北
偏
し

て
通
り
時
々
晴
れ
る
日
も
あ
る
が
、

半
ば
す
ぎ
頃
か
ら
大
陸
の
高
気
圧
が

発
達
し
天
気
は
し
ぐ
れ
や
す
い
。
平

均
気
温
は
平
年
並
か
低
め
、
降
水
量

は
、
平
年
並
か
多
め
ま
た
日
照
は
少

た
め
の
見
込
み
。

や

フ

ル
切
替
工
事

話
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
な
に
ぶ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
切
替
え
を
行

な
う
と
き
は
、
工
事
担
当
者
が
そ
の

つ
ど
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
電
話
で
、

ご
了
解
方
．
こ
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
山
本
分
局
は
、
局
舎
が
で
き

あ
が
り
現
在
ク
ロ
ス
バ
ー
交
換
機
な

ど
各
種
機
械
の
取
付
工
事
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
明
年

二
月
の
予
定
で
す
の
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
ー
十
日
町
電
報
電
話
局
ー

ω
変
質
米
の
発
生

　
生
脱
穀
の
籾
は
含
水
率
が
高
い
の

　
で
、
そ
の
ま
N
長
期
間
放
置
す
る

　
と
、
必
ず
む
れ
て
変
質
す
る
。
変

　
質
は
脱
ぶ
米
に
と
く
に
発
生
し
や

　
す
く
、
玄
米
の
表
面
が
褐
班
と
な

　
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
精
白
し
て
も
消

　
え
な
い
。
変
質
は
気
温
．
湿
度
等

　
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
十
八
％
以

　
上
の
水
分
の
籾
を
堆
積
し
た
と
き

　
に
生
ず
る
危
険
が
あ
る
。
含
水
率

　
の
高
い
ほ
ど
、
堆
積
が
厚
く
な
る

　
ほ
ど
、
変
質
を
生
じ
や
す
い
．

③
生
籾
の
一
時
保
存

　
変
質
を
防
ぐ
に
は
、
脱
穀
後
の
生

　
籾
を
乾
燥
機
に
入
れ
て
、
常
温
で

　
も
よ
い
か
ら
風
を
送
る
こ
と
．
で

　
き
る
だ
け
、
脱
穀
、
運
搬
、
乾
燥

　
作
業
が
停
滞
す
る
こ
と
な
く
お
こ

　
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
到
な
計
画

　
が
必
要
で
あ
る
。
収
容
し
き
れ
な

　
い
で
や
む
を
え
ず
生
籾
を
堆
積
す

　
る
場
合
は
、
莚
の
上
に
う
す
く

　
（
十
㌢
以
下
）
ひ
ろ
げ
て
一
時
保

　
存
す
る
。
戸
外
で
莚
干
し
す
る
の

　
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
．

⑥
通
風
乾
燥
機
取
扱
い
上
の
注
意

　
乾
燥
箱
に
積
込
む
モ
、
・
・
の
厚
さ
は

　
半
乾
モ
、
ミ
で
は
四
十
五
㌢
を
限
度

　
と
し
て
い
た
が
、
生
モ
ミ
で
は
空

　
気
の
流
れ
が
悪
い
た
め
、
三
十
～

　
四
十
秀
の
範
囲
ま
で
と
し
、
で
き

　
る
だ
け
う
す
く
積
込
み
、
単
位
籾

〈
分
譲
住
宅
V

当
り
の
風
量
を
増
加
し
、
上
下
の

乾
燥
む
ら
を
少
な
く
す
る
．

　
生
籾
よ
り
含
水
率
十
六
～
十
七

％
ま
で
は
毎
時
乾
減
水
分
一
％
前

後
の
乾
燥
速
度
で
乾
か
し
て
さ
し

つ
か
え
な
い
が
、
こ
の
ま
」
連
続

し
て
こ
の
速
度
で
乾
燥
す
る
と
、

胴
割
れ
の
発
生
が
多
く
な
る
。
含

水
率
十
六
乏
十
七
％
か
ら
十
四
％

ま
で
は
毎
時
乾
滅
水
分
を
○
・
八

％
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
実
際
に
運
転
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
操
作
を
お
こ
な
う
こ
と

は
面
倒
な
の
で
、
送
風
空
気
を
温

　
度
三
十
五
度
c
以
下
、
湿
度
三
十

　
％
以
上
に
な
る
よ
う
に
す
れ
ば
安

　
全
で
あ
る
。

④
循
環
型
乾
燥
機

　
循
環
型
乾
燥
機
．
テ
ソ
パ
ー
リ
ン

　
グ
乾
燥
機
あ
る
い
は
通
風
乾
燥
機

　
で
も
時
折
循
環
さ
せ
る
立
型
に
お

　
い
て
は
、
屑
の
多
く
混
入
し
て
い

　
る
生
籾
を
そ
の
ま
x
用
い
て
は
い

　
け
な
い
。

　
　
と
く
に
コ
ン
バ
イ
ソ
収
穫
モ
、
、
、

　
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
選
別
し
て

　
屑
を
取
除
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

出
稼
ぎ
は
グ
ル
ー
プ
で

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
冬
の
出

稼
ぎ
に
つ
い
て
的
確
な
出
稼
ぎ
先

（
事
業
所
）
を
紹
介
し
、
出
稼
ぎ
者

に
有
利
な
事
業
所
に
就
労
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
こ
の
ほ
ど
十
日
町
職
業

安
定
所
調
査
に
よ
る
出
稼
ぎ
求
人
一

覧
表
を
、
各
農
事
連
絡
員
に
配
布
し

出
稼
ぎ
先
を
早
め
に
決
め
て
も
ら
う

な
ど
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
昭
和

四
十
三
年
度
の
求
人
数
は
約
四
千
人

に
な
る
予
定
で
す
が
、
出
稼
ぎ
に
対

し
て
注
意
し
た
り
、
準
備
す
る
こ
と

と
し
て

ー。

自
分
の
出
稼
ぎ
先
（
事
業
所
）
を

中
条
旭
ケ
丘
団
地
募
集
中

　
県
住
宅
供
給
公
社
の
中
条
旭
ケ
丘

分
譲
住
宅
募
集
は
、
去
る
四
月
末
で

し・ぱつ
㌧・さし楽

一一老人体育祭一

一
応
締
切
り
ま
し
た
が
、
建
設
計
画

戸
数
に
ゆ
と
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
の
窓
口
は
市
役
所
市
長
室
と
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
募
集
内
容
そ
の
他

に
つ
い
て
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。

ー
ム
9
h
サ

　
老
人
に
若
が
え
り
の
促
進
を
と
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
、
社
会
福

祉
事
務
所
で
は
、
去
る
五
日
、
市
民
体

育
舘
で
等
三
回
老
人
体
育
祭
を
開
き

ま
し
た
。
こ
の
日
市
内
五
十
二
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
千
名
が
集
ま
り
紅

白
に
わ
か
れ
て
、
ア
ベ
ッ
ク
競
走
、

た
ば
こ
す
い
、
ビ
ン
つ
り
競
走
な
ど

九
種
目
に
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し

た
が
、
各
レ
ー
ス
と
も
珍
プ
レ
ー
が

続
出
し
て
終
始
笑
い
と
拍
手
の
う
ち

に
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
早
め
に
決
め
る
こ
と
．

乞
出
稼
ぎ
す
る
に
は
、
必
ら
ず
職
安

　
を
通
し
て
行
く
よ
う
に
す
る
こ

　
と
。

3。

出
稼
ぎ
は
グ
ル
ー
プ
で
行
く
よ
う

　
に
す
る
こ
と
。

4
留
守
家
族
に
農
作
業
の
過
重
の
負

　
担
が
か
Σ
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に

　
仕
事
を
ま
わ
し
、
ま
た
、
来
春
の

　
農
作
業
の
計
画
を
た
て
て
お
く
こ

　
と
●

乱
出
稼
ぎ
に
対
し
て
相
談
等
は
、
十

　
日
町
市
就
業
相
談
連
絡
員
か
、
市

　
農
業
委
員
会
に
連
絡
す
る
こ
と
．

茶
わ
ん
な
ど
敬
老

品
を
贈
る

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
去
る

十
五
日
の
敬
老
の
日
を
お
祝
い
し
て

市
内
七
十
五
才
以
上
の
老
人
に
敬
老

品
を
贈
り
ま
し
た
．
市
内
の
七
十
五

才
以
上
の
老
人
は
、
約
千
百
八
十
人

で
、
知
事
か
ら
茶
菓
と
あ
わ
せ
て
湯

呑
み
茶
わ
ん
を
贈
ら
れ
ま
し
た
．
な

お
こ
と
し
満
九
十
才
に
な
ら
れ
た
老

人
十
人
に
は
、
知
事
か
ら
ざ
ぶ
と
ん

が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

共
同
募
金
に
ご

協
力
を

・
　
●
秋
の
お
と
ず
れ

　
　
朝
夕
、
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま

　
す
。
空
気
中
の
湿
気
も
少
な
く
な
り

　
皮
膚
も
さ
ら
さ
ら
し
て
き
ま
す
。
排

　
気
ガ
ス
に
よ
ご
れ
て
い
る
街
路
樹
に

　
も
そ
れ
な
り
に
、
い
な
か
の
山
野
に

　
は
さ
ら
に
色
こ
く
秋
の
あ
し
音
が
近

　
づ
い
て
き
ま
す
。

　
　
●
霧
雨
と
台
風

　
　
そ
ん
な
さ
わ
や
か
な
初
秋
も
、
十

　
日
前
後
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
秋
の
長

　
雨
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

　
つ
ゆ
の
よ
う
に
じ
め
じ
め
と
う
す
ら

　
寒
い
日
さ
え
あ
り
ま
す
。
つ
ゆ
で
は

　
な
ま
暖
か
い
南
風
が
吹
き
こ
み
ま
す

　
が
、
こ
の
森
雨
は
そ
う
し
た
風
は
少

　
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
日
本
へ

　
台
風
が
や
っ
て
き
ま
す
。
二
百
二
十

　
日
以
後
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
罧
雨
の
さ
か
ん
な
九
月
下
旬
は
、
と

　
く
に
日
本
列
島
は
台
風
に
襲
わ
れ
が

　
ち
で
す
。

　
　
●
夏
を
し
ま
う

　
　
九
月

　
　
目
標
額
薗
八
十
五
万
幽
千
円

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
こ
と
し
・

も
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

十
日
町
市
の
目
標
額
は
、
百
八
十
五

万
一
千
円
で
、
各
町
内
を
通
じ
て
募

金
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
か
ば

　
す
ぎ
に

　
な
る
と

　
ぽ
つ
ぽ

　
つ
衣
替

　
え
の
用

　
意
が
い

　
そ
が
れ

　
ま
す
。

＝
と
同
時

　
に
　
夏
も
の
の
あ
と
始
末
が
主
婦
の

　
大
仕
事
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
室
の
模

　
様
が
え
、
カ
ー
テ
ン
す
だ
れ
、
扇
風

　
機
の
始
末
な
ど
ー
。

　
　
衣
が
え
で
と
く
に
注
意
し
た
い
こ

器
と
は
、
日
中
は
ま
だ
か
な
り
暑
い
が

”
”
夜
は
ぐ
っ
と
気
温
が
下
が
る
と
い
う

　
こ
と
。
外
出
し
て
、
夜
お
そ
く
な
る

　
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
、
何

　
か
一
枚
ぐ
ら
い
用
意
し
て
出
か
け
て

　
ほ
し
い
も
の
で
す
．
ま
た
　
こ
の
こ

　
ろ
夜
に
な
る
と
、
霧
が
発
生
す
る
こ

一
と
が
多
い
も
の
で
す
．
「
夜
道
は
か

　
ら
だ
に
毒
」
と
は
昔
の
人
の
言
っ
た

　
こ
と
で
す
が
、
と
く
に
霧
の
ふ
か
い

　
夜
は
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

錺
　
●
食
べ
も
の

㎜
…
　
秋
は
、
食
べ
も
の
の
季
節
．
秋
に

隅
な
る
と
、
に
わ
か
に
空
腹
を
感
じ
ま

　
す
。
も
し
食
欲
が
な
い
と
い
う
な
ら

　
か
ら
だ
の
ど
こ
か
に
故
障
が
あ
る
と

　
考
え
て
く
だ
さ
い
。

…
㎜
　
い
ま
ま
で
の
暑
さ
で
、
か
ら
だ
が

疲
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず
ビ
タ
、
・
・

ソ
類
ー
野
菜
く
だ
も
の
ー
を
た
く
さ

ん
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
ぶ
ど

う
や
な
し
、
中
旬
か
ら
は
リ
ン
ゴ
も

豊
富
に
出
回
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ん
ま
、
秋
さ
ば
も
、
お
い
し
い

季
節
で
す
。
い
ず
れ
も
値
段
が
比
較

的
に
安
く
、
脂
肪
、
た
ん
白
源
と
し

て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
食
生
活
に
、

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
す

　
●
月
を
見
る

　
都
会
生
活
で
は
、
月
を
見
な
が
ら

虫
の
声
を
聞
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は

お
い
そ
れ
と
か
な
え
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
．
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
、

な
ん
と
か
く
ふ
う
し
て
澄
ん
だ
月
を

見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
す
だ
く

虫
の
声
を
と
も
に
聞
い
て
、
世
俗
の

チ
リ
を
お
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
い
な
か
の
人
た
ち
も
、
ぜ
ひ
、

あ
ら
た
め
て
名
月
を
見
、
虫
の
声
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
月
々
に
月
見
る
月
は
多
け
れ
ど

　
　
月
み
る
月
は
こ
の
月
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う

歌
が
あ

り
ま
す

が
、
こ

れ
が
仲

秋
の
名

月
と
い

う
わ
け

で
す
。

そ
の
名

月
を
迎

え
る
の
は
．
こ
と
し
は
十
月
六
日
で

残
念
な
が
ら
九
月
中
に
は
こ
の
名

月
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
満
月
で
な
く
て
も
美
し
い
月
が

な
が
め
ら
れ
ま
す
。

　
美
し
い
月
を
見
て
い
ま
す
と
、
心

が
洗
わ
れ
ま
す
。
本
来
、
わ
た
く
し

た
ち
日
本
人
は
、
こ
の
月
の
よ
う
に

清
潔
感
を
も
っ
た
自
然
に
心
を
ひ
か

れ
る
の
で
す
。

　
●
く
ら
し
の
メ
モ
帳

▽
電
灯
の
明
る
さ
…
こ
れ
か
ら
夜
が

長
く
な
り
、
テ
レ
ビ
や
本
を
見
た
り

す
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
室
の

大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
六
≧
八

畳
ぐ
ら
い
の
室
で
は
、
百
ル
ッ
ク
ス

六
十
ワ
ッ
ト
程
度
の
電
球
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
読
書
や
夜
な
べ
仕
事
で
一

時
間
日
を
使
っ
た
ら
、
十
五
分
間
ぐ

ら
い
目
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
テ
レ

ビ
は
三
層
ぐ
ら
い
離
れ
て
見
る
こ

と
●
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